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１
月
号

あ い の 広 場

●おくやみ申し上げます　（敬称略）
　　（死亡者）　　  （届出人）　 （公民館）

11月30日現在住民基本台帳

世帯数　1,819戸　（前月比　+6戸）

人　口　5,029人　（前月比　+6人）　

　男　　2,359人　（前月比　±0人）

　女　　2,670人　（前月比　-6人）

世　帯　数　と　人　口

●香典返し　　　　　（敬称略）
　　（寄付者）　　　　　　　　　 （公民館）

善意の灯火（11月分）

大
願
寺
跡
の
墓
石
等
群
（
薬
師
堂
・
開
山
堂
）

１１月届出分

1月 1日

2日

3日

6日

13日

14日

20日

27日

2月 3日

稲津病院（外科）

海江田医院（外科）

川島医院（内放）樋脇町

医師会病院（内外児）

宮之城病院（精神）

おおたクリニック（内科）入来町

医師会病院（内外児）

相良医院（内児）

国吉内科（内科）

立志病院（内科）

川添医院（内児）樋脇町

ＭＫリハビリテーション病院（内科）

52-3355

53-0006

37-2018�

53-0326

53-0180

44-3151

53-0326

53-0160

53-1451

55-9119

37-2017

53-1704

http://www.minc.ne.jp/turuda
Ｅ
メ
ー
ル

46

Ｆ

井　上　末　美（故　下大迫初子）　岡 山 県

松　下　カズ子（故　初　夫）　　　下京塚原

岸　良　修　二（故　貞　子）　　　　 外

髙　嶺　隆　子（故　正　人）　　　高　　嶺

岸　良　貞　子　66　　修　二　　　　 外

松　下　初　夫　76　　カズ子　　　下京塚原

髙　嶺　正　人　72　　隆　子　　　高　　嶺

日　高　フ　ヂ　93　　弘　光　　　鶴 宮 園

　
古
い
本
に
よ
る
と
、
大
願
寺
は

白
凰
時
代
＝
仏
教
美
術
の
盛
ん
な

時
代
＝
に
本
願
堂
と
し
て
創
建
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
千
三
百
五
十
年
ほ
ど
昔
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
時
は
、
寺
院
と
い
う
よ
り
も
、

皆
が
お
詣
り
に
来
る
お
堂
だ
っ
た

と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
宝
治
二
年
に
祁
答
院
氏
が
神
奈

川
県
か
ら
下
向
後
の
貞
治
五
年
、

六
代
目
公
重
は
祁
答
院
氏
の
菩
提

寺
と
し
て
寺
を
大
き
く
し
「
諸
山
」

と
い
う
寺
格
を
認
め
ら
れ
、
名
称

は
黄
龍
山
大
願
寺
と
な
り
ま
し
た
。

大
願
寺
を
創
立
し
た
の
は
、
一
関

国
師
（
高
僧
）
で
、
初
代
住
職
は

起
宗
和
尚
と
伝
え
て
い
ま
す
。
六

百
五
十
年
昔
か
ら
の
寺
院
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
開
山
堂
跡
に
は
、
九
州
や
全
国

的
な
高
僧
の
墓
塔
が
多
く
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
入
来
院
氏
の
一
族

で
あ
る
慈
航
和
尚
大
禅
師
（
大
願

寺
や
福
岡
聖
福
寺
、
京
都
万
寿
寺

の
住
職
）
は
、
全
国
一
の
寺
格
を

も
つ
京
都
南
禅
寺
の
住
職
も
し
た

石
塔
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
祁
答
院
四
代
行
重
や
五

代
重
実
の
墓
塔
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
師
堂
跡
に
は
、
祁
答
院
氏
歴

代
の
六
人
や
多
く
の
高
僧
の
墓
石

塔
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
金
閣
寺
を
建
て
た
足
利
三
代
義

満
が
『
医
王
宝
殿
』
（
薬
師
如
来
の

お
堂
）
と
書
い
た
額
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
日
吉
町
に
あ
り
ま
す
。

　
栄
枯
盛
衰
し
た
大
願
寺
は
、
宝

永
六
年
に
島
津
二
十
一
代
吉
貴
に

よ
っ
て
、
と
う
と
う
廃
寺
と
な
り
、

鹿
児
島
の
南
泉
院
（
現
照
国
神
社
）

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
願
寺
の
盛
ん
な
頃
は
、
比
丘

尼
寺
（
尼
寺
）
や
脇
寺
も
多
く
あ

っ
て
、
坊
さ
ん
た
ち
の
修
行
の
寺

院
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大願寺
公民館

至宮之城町

至鶴田

薬師堂跡
（大願寺跡墓石群）

開山堂跡
薬師堂跡標柱

開山堂跡標柱

北薩生
コンクリート

夜星川

（
六
五
〇
年
代
）

（
一
二
四
八
年
）

じ
ょ
う
じ
（
一
三
六
六
年
）

ぼ

だ
い

じ

（
一
七
〇
九
年
）

び

く

に

し
ょ
ざ
ん


